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代表取締役

三家本(ミカモト)

お気軽に
ご連絡を
ください！

〒747-0232 

山口県山口市徳地伊賀地1805

TEL：0835-52-1296

FAX：0835-52-1297

～高性能カメラでエア漏れを見える化～

エア漏れの見える化･漏れ箇所特定レポートもご提供！

工場のエア使用量の～20％をムダにしています！

高周波音のみを検知する特殊なカメラにより、工場内の
様々な設備からのエア漏れを簡単に検出します。
騒音のある環境でも検知可能で、工場の稼働を停止させ
ることなく簡単に漏れを検出することができます。
エア漏れ箇所を特定して修理することで、ロスをなくし
て省エネにもつながります。

プラントでは様々な設備からエア漏れが発生しています…！

プラント内には無数の配管やエアを動力とした設備があります。様々な設備がある中でも、エ
ア漏れが生じやすい箇所や部品があります。このカメラでは、それらのエア漏れをしっかりと
特定し、修復していくことで、エアの使用量や電力量の削減につながります。

工場内の設備のエア漏れをカメラで簡単に検知

日本全国対応！プラント設備定修専門！

エアノズル エアヘッダー減圧弁 エア配管

●クイック接続 ●開口端

●ネジ付きカップリング ●ホース

エア漏れが発生しやすい箇所･部品の代表例
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■エア漏れ箇所とエア漏れ量の測定から年間の損失コストを算出します

コンプレッサ出力 ：

モーター効率 ：

吐出空気量 ： ㎥／

エア圧力（元圧） ：

使用電力量単価 ： 円／

エア漏れによる損失コストの例

エア漏れは、工場の全体のエア使用量の ～ に達します。
エア漏れ箇所を特定し、修理することで省エネにつながります。

■エア漏れの見える化･漏れ箇所特定レポートをご提供いたします

・エア漏れ箇所（該当箇所の写真付）

・エア漏れ量

・エア漏れによる年間損失金額

・エア漏れ箇所修理の優先順位付け

・エア漏れ箇所修理のご案内

漏れ量
（ ）

年間損失コス
ト

（円 年）
損失割合

￥

￥

￥

￥

￥

￥

ーお問い合わせー

協和機工株式会社は
持続可能な開発目標 を支援しています。

郵便：〒
住所：山口県山口市徳地伊賀地

：
：
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９月２２日まで三田の事務局で勤務してました福田です。９月２６日に車で出発して９月２７日に無事自

宅のある福岡県に戻って参りました。事務局のほうは後任の立花氏に託し、今後は専務理事としての役職が

ある限り（来年５月改選）裏方としてバックアップして参る所存です。関係者の皆様には約１２年の在任中

ご指導・ご鞭撻を賜り誠に感謝しております。

九州に戻って１０日目の１０月７日に九州工業塗装協同組合（理事長 小畑啓介氏、専務理事 稲田健 

氏 -ＩＰＣＯ理事）の令和４年度セミナーが行われ、ＩＰＣＯ（国際工業塗装高度化推進会議）のメンバー

が主に話されることから参加致しました。ＩＰＣＯにはパウダー協は団体加入していることもあり、今回 1

回目の九州たよりとして報告させていただくことにいたしました。今後は折をみて出させていただく所存で

ございます。

当日の式次第

１．開会挨拶 九州工業塗装協同組合 理事長 小畑 啓介氏

２．基調講演 九州地域のカーボンニュートラル推進に向けて 九州経済局 樋口 一郎氏

３．講演１ 工業塗装界が取り組むカーボンニュートラル ＩＰＣＯ 平野 克己氏

４．講演２ 環境に配慮した塗装設備を考える  ㈱ヲサメ工業  中村 芳生氏

５．講演３ 省エネ・コストダウンに直結する「エア漏れ検知サービス」のご紹介

協和機工㈱ 三家本 輝男氏

 実際の実地テスト部分で ㈱三王 高橋大氏（IPCO副理事長、パウダー協理事）から報告。

㈱三王粉体事業所などにおいて実地テストをされた結果も踏まえ、エア漏れ検知による損失改善が結

構あることから今回パウダー誌でもこのページの後に製品紹介および付録として今回の講演内容を

掲載させていただきます。ご興味を持たれた方はどうぞ問い合わせをしていただければと存じます。

（この講演内容はＩＰＣＯ合同部会でもお話されております）

６．閉会挨拶 九州工業塗装協同組合 副理事長 河西 俊二郎氏

１３時から始まり、１６時半に終了となった３時間半でした。九州経済局の樋口室長補佐（資源エネルギー

環境部 カーボンニュートラル推進・エネルギー広報室）のお話はこれまで以上にまとまっており勉強にな

ったと感じています。

参加者は３８名で、皆さんこの３年間コロナでセミナーが開催されなかったことからか熱心に聴講されてお

られました。次回は粉体塗装についての講演を環境面からも考えて入れてもらいたいと考えています。

セミナー後、１９時よりＩＰＣＯメンバーと講演者と共に７名で水炊きを囲み歓談いたしました。

九州経済産業局樋口氏講演時 セミナー会場風景 資料

以上 パウダー協専務理事 福田報告（福岡より）

Ｑ州たより
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付録　協和機工㈱ 10/7九州セミナーより
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表紙解説
表紙絵画：小島輝夫
表紙写真
「秋色に彩られた立山」
　10月中旬に北アルプスの立山を訪れた。山は秋の
真っただ中。室堂乗越しから雷鳥平にかけては草紅葉
の鮮やかな彩りの中、立山を見ながら木道を下る。秋
日和に恵まれた秋山登山の一日だった。
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